
Q ： チーム練習以外でトレーニングはど

のくらいやっていますか？

A：週 5日間はトレーニングをして、
週1日はジムに通っています。月曜日
は地元のチームの試合に出場していま

す。その試合にはフィットネスを上げ

るため、そして出場費を払い、協会の

運営に貢献するために参加しています。

Q ： ナン選手にとって車椅子バスケットボールとは？

A：面白いし、趣味としてやっていますが、できるだけ高
いレベルを目指しています。

Q ： ナン選手にとってウィルキャッツとは？

A：私が頑張る全てですね。素晴らしい仲間たちがいるか
ら、苦しくても頑張れます。

Q ： 目標は何ですか？

A：パラリンピックなどの国際舞台でプレーすることです。

Q ： 岩野選手のプレーはいかがですか？

A：岩野選手はもちろん上手ですが、車椅子バスケット
ボールを良く知っていますね。彼のレベルまでいくことを

目指しています。

Q ：読者にメッセージをお

願いします。

A：もし目標があるな
ら、それをできるだけ

高く掲げて努力し続け、

そのために自分自身と

戦い、できるだけ時間

を割いて挑み続ると良

いでしょう。

Q：車椅子バスケットボールで1番難しいことは？

A：個人的には、瞬間瞬間で変わるゲームの
中で、どのタイミングにどのプレーが最良か

見極めることです。少し判断が遅くなっただ

けでチャンスと思われたプレーができなくな

り、違う判断をしなければいけないので。

Q：ウィルキャッツとともに、 女子国内リーグの 「ウエスタン・スターズ」

にも所属しているそうですが？

A：はい、両リーグに出場しています。練習日が異なるので練習量
も多くなり大変ですが、たくさんの試合を経験できて良いですね。

女子リーグでは前線に積極的に出ていきますが、男子が中心の混

合リーグではプレーの激しさが違うので、少し下がって自分の役

割をしっかりこなすなど、プレースタイルを少し変えています。

Q ： 目標は何ですか？

A：国際大会で大会選手のベスト 5に選ばれることです。それと、
ローポイント※の選手として 1番になることです。

Q：読者にメッセージをお願いします。

A：私たちは自分たちのやり
たいことを一生懸命やってい

ます。だから、皆さんにも自

分のやりたい、楽しいと思え

ることに夢中になって欲しい

です。

Q ： 車椅子バスケットボールを始めたきっかけは？

A：スポーツが大好きで、以前は水泳をやっていま
したが、5年前に誘われて車椅子バスケットボー
ルを始めました。車椅子バスケットボールのチー

ムプレーや、チームが一丸となって目標に向かっ

ていき、達成することに魅力を感じました。

Q ： ブラント選手にとって車椅子バスケットボールとは？

A：私の人生ですね。今の私の生活は、車椅子バスケットボール中心で回っ
てますから。

Q ： ブラント選手にとってウィルキャッツとは？

A：選手全員の仲が良く、まとまって 1つの目標に向かって進んでいけ
る最高のチームです。

Q ： ブラント選手のプレーの長所は何ですか？

A：ディフェンスとスピードですね。

Q ： もっと伸ばしたいプレーは何ですか？

A：コート上で、チームメートともっとスムーズに意思疎通ができるよ
うになることと、シュートの成功率を上げることですね。

Q ： お仕事はしていますか？

A：週 4日間レンタルビデオショップで働いてい
ます。車椅子バスケットボールを続けるための

費用と、生活費を得なければいけないので。

Q ： 今シーズンの目標は？

A：昨シーズンより長い時間出場して、できるだけ
たくさんの得点を取ることです。当然、リーグで優

勝することも目標です。また、私の最大の目標は、オー

ストラリア代表選手としてプレーすることです。

Q ： 読者にメッセージをお願いします。

A：心の中に何か目標があるなら、全てを懸け
て目指して、絶対に諦めないで欲しいですね。

フリースローの練習をする
ブラント選手

パスの出しどころを見極めるナン選手

後ろからのロングパスを出すクレア選手

豪州ジュニア代表経験を持つウィルキャッツの若手ホープ

ブラント ・ガーヴェイ 選手　

豪州代表で女子リーグにも参加する万能選手

クレア・ブルジンスキー 選手　

俊敏性と確実なシュート能力を兼ね備えるガード

ナン・ニュエン 選手　

※各大会終了後、選手の持ち点別で
MVPの選手が発表される。
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